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　2005年　東／西日本ＯＰ級ヨット選手権大会

の出場資格について

日本ＯＰ協会所属クラブ／団体　各位

　時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

　日本ＯＰ協会は、「東／西日本ＯＰ級ヨット選手権大会」の選手出場資格について、　　　「東西水域を越えての出場を認めない。」としましたので、お知らせいたします。

１．東西水域の境界線とはクラブの所在地が
ａ）石川県、岐阜県、愛知県を含み、それより東を東日本水域とします。
ｂ）福井県、滋賀県、三重県を含み、それより西を西日本水域とします。

２．例年、開催期日を同時となるよう調整してきましたが、本年は開催地の都合で、どうしても１週間ずれて開催される事になりました。そうすると両方の大会に出場が可能となります。この対応について、本年５月１４日の第４回理事会で話し合われ、以下の通り決定しました。

決定事項：本年は東西選手権同時開催とはならないが、対象水域以外のオープン参加については認めない事とする。　
３．過去には、オープン参加（対象水域外なので全日本枠は取得できないが、レース参加はＯK。）を認めた例がありました。　その頃は、全日本オープンと併催されていた為、全国からの参加を認めた事情がありました。　しかし、現在は原則として東西選手権と、全日本オープンの併催は認めない方針です。（理由は、全日本枠数がプラスされる事により、併催した水域の枠数が多くなるのを避けるため。）
オープンを認めて、全日本枠選考に複雑な要素を含むよりも、「純粋に当該水域選手だけの大会としたい。」との意見が採択されて、上記の理事会決定となりました。
今年は、日程的に可能なので「東西水域大会制覇」を計画していた選手の皆様には大変残念ですが、以上の理由により、所属する水域のみのエントリーとしていただきたく、ご案内申し上げます。
　
　　２００５年７月１３日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本ＯＰ協会　レース担当責任者　荒川　渡
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